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空中写真判読による地すべり活動度評価とその解説 

 

１．目的 

 この評価手法は，地すべりに対する防災対策（ハード対策・ソフト対策）の必要性やそ

の優先度を検討することを目的として作成した．本手法は，北海道の気候・地質条件等の

地域性を考慮したもので，一般の地すべり技術者を対象とするものである． 

本手法は，地すべり地形から地すべりの活動性について定量的に評価するものである．

これまで，熟練した地すべり技術者は，空中写真の実体視や地形図から読み取った地形条

件をもとに，地すべりの活動性を経験的に理解し評価を行なってきた．このマニュアルに

示す手法は，熟練技術者が経験的に習得した「暗黙知」を可能な限りわかりやすく「形式

知」に置き換え，定量的に地すべりの活動度を表現するものである． 

 

２．適用 

北海道各地に分布する地すべり地形*1を対象に，活動度を評価する際に使用する．本手法

は活動を繰り返すことにより生じる再活動型の地すべりを対象とするものであり，地すべ

り地形を示さない初生地すべりはその対象とはならない．  

本手法は，主として空中写真による地すべり地形判読によって地すべりを評価すること

を前提とする*2．本手法によって優先的に現地調査を実施すべき地すべりの抽出が可能とな

るが，実際に防災対策に取り組む際には，本マニュアルによる空中写真判読や活動度評価

に加え，現地調査により詳細な評価を行う必要がある． 

なお，活動度の高い地すべりを広域的に抽出するような場合は，道内の既存の地すべり

地形分布図*3を活用すれば，より効率的に地すべりの評価を行うことができる． 

 
 
*1地すべり地形と地すべり災害：地すべりは一般には斜面崩壊や土石流と区別されるもので，斜面または

その一部がすべり面を介して土塊（移動体）として移動する現象である．ふつうはゆっくりとした動き

（走って逃げられる程度）のものを地すべりと呼ぶが，ここでは移動速度による区別は行なわない． 

地すべり地形とは過去に生じた地すべりにより形成された地形のことで，具体的には頭部に滑落崖ある

いは分離崖を持ち，その下方に広がる地すべり移動体（一般に緩斜面）との組み合わせからなる． 

これまで地すべりの生じたことのない斜面において初生地すべりが発生することもあるが，大多数の

地すべりは過去に変動の生じた地すべり地形内，あるいはその周辺で繰り返し活動する．このため，地

すべり地形の分布を把握するだけでも，今後地すべりが生じる可能性のある箇所をある程度限定するこ

とができる．しかし，地すべりの中には過去数万年間，一度も顕著に移動しないものも含まれているこ

とから，防災対策を優先的に実施すべき，最近でも頻繁に移動を繰り返している地すべり地形の抽出が

重要である． 
*2 本手法は，(社)日本地すべり学会東北支部の地すべり評価手法を参考に作成したものである（第 6章）． 
*3 地すべり地形分布図とは，地すべり学会北海道支部監修「北海道の地すべり地形―分布図と解説」（北

海道大学図書刊行会，1993 年）および，それをベースとして作成した「北海道の地すべり地形データマ

ップ」http://webgis.gsh.hro.or.jp/Landslide_escape_clause.html（道総研地質研究所のWebGIS）を

想定している．この分布図は不明瞭な地すべり地形を拾い上げていないため，活動度の高い地すべりを

抽出する際には，これを用いるのが有効である． 
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３．急速崩壊や土石流の可能性について 

本マニュアルでは，変動を繰り返すことにより生じる再活動型の地すべりが対象となる． 

したがって，地すべり地形を示さない初生地すべりは本手法の対象とはならないが，岩盤

のクリープが進行した斜面では，急速崩壊が発生する場合もある．また，地すべり地域お

よびその周辺では，集水状況や地震等の外力により緩慢な動きから急速崩壊，さらには沢

を流れ土石流に移行するケースもある．これらについては，本手法とは別途に現地調査を

実施し，発生箇所や条件について検討を加える必要がある． 

また，本手法は空中写真による地すべり地形判読によって地すべりを評価するので，評

価対象には空中写真による判読が困難な小規模の斜面崩壊や土石流は評価対象に含んでお

らず，これらについては別途の手法で評価を行う必要がある． 

 

４．活動度の定義 

“地すべり活動度（Landslide Activity）”とは，現在の活動状況に地すべりのポテンシ

ャルを加味したもので，次の地すべり現象が発生する可能性を示すものである．地すべり

現象が発生したときの変動速度を考慮しているため，地すべり現象の発生頻度が高ければ

“活動度”は高くなるが，その変動が緩慢なものであれば“活動度”は低減される．本手

法で評価する“活動度”は，理想的には地すべり対策への対応の必要性に置き換えられる

ものを想定している． 

なお，地すべりが複数の小ブロックを持つ場合は，その中の一部分の小ブロックが活動

的であれば，その地すべりは活動度が高いとみなす． 

 

５．手法の概要 

本手法は，地すべり地形から，その活動度を評価するものである．その評価は，まず空

中写真の実体視により地すべり地形の三次元形態を把握し，判定用チェックシート上の地

すべり地形についての各要素の項目を選択することにより，対象とする地すべりの活動度

を採点することで行う． 

判定基準については，AHP法（階層型分析法）という統計手法を用い，熟練技術者が空中

写真判読により地すべり地形のどの点に注目して地すべりの活動度を評価しているか解析

を行い設定した（第６章*4参照）．熟練技術者の地すべり活動度評価における注目点のウェ

イト（重み付け）を整理し，その結果にもとづき，一般技術者向けのチェックシートを作

成した（本章末：20 ページ）． 

 活動度の判定要素を １）地すべりの発達段階，２）地すべり活動の新しさ，３）地す

べりのポテンシャル，の３つの観察アイテムに大分類し，図 2.1 のとおり整理配列した．

１）は，地すべりが活動頻度の高いステージにあるかどうかを判断する指標で，地すべり

の型分類や発達過程の観察アイテム（中分類）から読み取る．２）は地すべり活動後の経

過時間について評価する指標で，地すべり活動によって生じた微地形の消滅過程の状況か

ら判断する．それぞれの判定箇所となる，地すべり頭部の滑落崖上部・下部，地すべり移

動体内，移動体前面の微地形の観察アイテム（中分類）から地すべり活動後の経過時間を
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読み取る．３）は，

地すべりが動きやす

い環境であるかどう

かについて判断する

ための指標で，地す

べり移動体の傾斜，

地すべりの平面形状，

移動体下部の縦断面

形状，地すべり末端

の浸食環境の観察ア

イテム（中分類）か

ら読み取るものであ

る． 

前述のとおり，本

手法では一部分でも

活動的であればその

地すべりは活動度が

高いとみなすことか

ら，例えば局所的に

地すべり微地形が新

しいものや変動しや

すい条件があれば，

その部分の状況から

地すべり全体を評価

することになる． 

以上の観察アイテ

ム（中分類）が，そ

れぞれどのカテゴリ

ー（小分類）にあて

はまるかをチェック

リストから選択し，

それらに付した点数を加算した得点に基づき，地すべりの活動度を評価する． 

図 2.1 地すべり活動度評価のための判定要素（観察アイテム） 

 

６．活動度評価の要素 

活動度の評価はチェックシートにより行うが（図 2.2），シート右側のチェックリストに

掲載したそれぞれの要素（カテゴリー）とその評価について，観察アイテム（中分類）ご

とに説明する． 
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1）地すべりの発達段階 

A．型分類（特徴的微地形）： 

地すべりの型分類は，風化岩地すべり，崩積土地すべり，粘性土地すべりの３つのタイ

プ，あるいはそれらの中間に位置するかを判断する項目である．地質にもよるが，一般的

に，地すべりの移動体は活動が進行するほど岩盤→岩屑→粘性土と細粒化し，細粒化する

ほど地すべりは活発化する．したがって，各カテゴリーの得点は粘性土地すべり＞崩積土

地すべり＞風化岩地すべりとなる．本手法は空中写真判読に基づくものであるため，移動

体の物質は地形から読み取らなければならない．そこで，それぞれのタイプの地すべりに

特有の微地形を読み取ることにより型分類を行う．例えば，分離崖や溝状凹地の発達する

ものを風化岩地すべり，副滑落崖の発達するものを崩積土地すべり，流動痕・圧縮丘の発

達するものを粘性土地すべりと判断する． 

B．発達過程： 

 地すべりの発達過程は，岩盤クリープから始まり，その後地すべり活動を繰り返し，や

がて活動がおさまり，地すべり地形が消滅していくという変遷をたどる（図 2.3）．地すべ

り発生初期（発生期）では移動体は未分化であっても，地すべり活動を繰り返すうちに移

動体は次第に亀裂や段差が多数となり二次ブロック化が進行していく（活発期）．地すべり

活動が停止すると地すべりの周囲にガリーが侵入し解体期へと移行するが，再び活発期に

戻ることもある．しかし，やがてはガリーが開析谷へと発達し，地形の開析が進行して地

すべり地形は消滅する（消滅期）．こうした地すべり発達過程のカテゴリー得点は，亀裂・

段差多数など二次ブロック化（活発期）＞ブロック未分化（発生期）＝ガリー侵入（解体

期）＞開析谷の侵入（消滅期）となる． 

 

2）地すべり活動の新しさ 

C．不動域/滑落崖： 

地すべり頭部の不動域から滑落崖にかけて，その形状から地すべり活動が進行中，ある

いは停止後の経過時間を判断する．滑落崖は地すべり活動により形成され，活動中は背後

の不動域に変動領域が拡大するため滑落崖背後の亀裂が発達する．地すべり活動直後は，

不動域と滑落崖頂部の境界（遷急線）で斜面傾斜の違いがシャープで明瞭であるが，活動

停止後の時間経過とともに境界（遷急線）が次第に丸みを帯び不明瞭になっていく．さら

に時間が経過すると滑落崖にガリーが伸張し，やがては従順化により不動域～滑落崖が連

続した斜面と化す．それらの過程から地すべり頭部の最新活動後の経過時間を読み取ると，

各カテゴリーの得点は，後背亀裂あり＞崩壊壁のみあり＞匍行斜面化＞ガリーの伸長＞不

動域から滑落崖全体が従順化となる． 

D．滑落崖/移動体： 

ここでは，滑落崖斜面の風化・崩壊が進行し，地すべり地形が消滅していく過程から地

すべり頭部における活動の新しさを判断する．地すべり活動により形成された滑落崖の急

崖斜面は時間経過とともに風化が進行し崩壊を繰り返すことで，滑落崖下部に崖錐が発達

する．このカテゴリー得点は，崖錐未発達を意味する滑落崖/移動体地形のみ＞崖錐あり＞
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大規模な崖錐が発達＞滑落崖～崖錐～移動体が地形的に連続という順序となる． 

E．移動体内の微地形： 

移動体内部の地すべり地形の鮮明さから地すべり活動の新しさを判断する．地すべりが

活動中あるいは活動直後であれば，移動体内に亀裂や植生異常が見られるが，時間の経過

とともに亀裂や段差地形，末端付近の隆起など，地すべりにより生じた微地形はしだいに

不鮮明になる．したがって，この項目のカテゴリー得点は地すべり移動体の活動後の時間

経過を評価するもので，亀裂あり・植生異常＞微地形境界が鮮明＞微地形境界が不鮮明＞

微地形境界の消滅という順に低下する． 

なお，植生異常については移動体のみに限定せず，滑落崖も含めて適用することとする． 

F．移動体の前面： 

一般に，地すべり活動が最も頻繁に発生するのは移動体の末端である．ここでは，その

移動体末端部での地すべり活動後の時間経過を判断するものである．地すべりが活発に動

いているとき，地すべりの前面では崩壊が多発するが，活動が停止すると崩壊はおさまる．

やがて移動体前面にはガリー浸食が生じ，しだいに地表の従順化により移動体前面の傾斜

が緩くなり，最後には移動体原面が消失し，不動域との境界が不明瞭になる．すなわち，

ここでのカテゴリーの得点は，前面に崩壊＞移動体のみ＞ガリー・沖積錐あり＞地表の従

順化＞移動体原面の消失という順に，地すべり活動後の経過時間を示し，活動度の低下を

読み取ることができる． 

 

3）地すべりのポテンシャル 

G．移動体の傾斜： 

斜面の傾斜が急なほど移動体は重力の影響が強まり地すべりは移動しやすく，また活動

が発生した場合の移動速度・運動エネルギーも高いものとなる．地すべり斜面の傾斜は，

その地質により異なるが，その多くはおおよそ 5°～30°の範囲に入る（渡・小橋 1987）．

これらの範囲を 10～20°程度を中間として３区分し，カテゴリー得点を急傾斜＞10～20°

程度＞緩傾斜とした． 

H．地すべり平面形状： 

地すべりはその側部が拘束されていると移動体は動きづらくなる．したがって，地すべ

りの輪郭を真上から見た平面形状は下に開いているものほど活動しやすく，ボトルネック

状など下に閉じるものほど活動しにくくなる．すなわち，地すべりの平面形状から地すべ

りのポテンシャルを評価した場合、下に開くもの＞上下でほぼ等幅のもの＞下に閉じるボ

トルネック状のものというカテゴリー得点となる． 

I．移動体下部の縦断面形状： 

ここでは，地すべり移動体が動こうとする不安定物質が多いか少ないかを地すべり移動

体下部の縦断面形状から読み取り，地すべりの動きやすさを判断する．縦断面形状が凸型

のものほど不安定物質が多いことを示す．したがって，この項目のカテゴリー得点は，移

動体下部の縦断面形状が凸型の斜面＞中間＞凹型の斜面となる． 
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J．地すべり末端の浸食環境： 

地すべり末端部の浸食は，地すべり変動の最も重要な要因の１つである．この項目は，

川や海による地すべり移動体への浸食力の大きさを写真から読み取るものである．一般に

河川の規模が大きくなるほど浸食力が高まり，さらに蛇行河川の場合，攻撃斜面側におい

て浸食力がより大きくなる．ここで，国土地理院 1/25,000 地形図において 2 本あるいは 1

本の青線で表記されたものを河川とし，表記の無いものを沢と便宜的に区別し，その浸食

力を分けて評価する．カテゴリー得点は，地すべり末端が河川攻撃斜面＞河川・海岸に面

する＞沢に面する＞沢に面していないという順になる． 

 

4）その他 

地すべりの活動度を評価する際には地下水の影響も考慮する必要があるが，地形から地

下水の影響の程度を読み取ることは難しい．ただし，周囲から水を集めやすい地形をして

いる場合など，地下水の影響を強く受けている可能性が高いと判断される地すべりについ

てはチェックリストに記述し，AHP 評価得点に＋αの評価をすべきである． 

また，地すべり地形内で特に不安定な領域がある場合は，その範囲を写真上に示し，チ

ェックシート右下の「その他の事項」にその位置や特徴を記載する． 

 

７．準備（空中写真，判読者の要件） 

この評価手法は，空中写真判読により地すべり内部の移動体材料やすべり面の形状までイ

メージできる熟練技術者の技術に基づくものであるが，本マニュアルを利用する判読者は

空中写真を用いた地形判読さえできれば，対象となる地すべりの活動度を判定することが

可能となる．ただし，本判定法は地すべり内やその周辺の微地形を読み取ることで観察項

目ごとの評価を行うことから，判読者は空中写真の実体視を行う能力とともに，地すべり

の基本的形態についての知識も必要がある（図 2.3 参照）． 

空中写真の判読は多少の個人差は避けられないため，判定者は 3名以上で実施することに

する．これにより迷いが生じるような微妙な判断や微地形の見落としを軽減できる． 

空中写真は大縮尺のものほど詳細な地形が判読可能となり，小縮尺のものほど広域が見

渡せるようになる．本手法は，地すべりの

微地形を読み取ることで地すべりの活動度

を評価することから，空中写真は 1/10,000

～1/20,000程度の比較的大縮尺のものを使

用することが望ましい．隣りあう 2 枚の空

中写真の実体視により，地すべり地形の特

徴を読み取る．なお，人工的に大規模な地

形改変が行われている地すべりについては，

改変以前の写真を使用することを推奨する． 

図 2.4 簡易実体双眼鏡 

空中写真の実体視は裸眼でも可能である

が，地すべりの活動度を読み取る際には，
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地すべりの微地形の鮮明さや亀裂の有無，地すべり前面の崩壊などを判読する必要がある

ため，詳細な判読を行えるよう最低でも簡易的な実体鏡を用いるべきである（図 2.4）． 

 

８．判読とチェックシートの記載手順 

 地すべりのチェックシートには左側に実体視用の 2 枚の空中写真およびその範囲の地形

図を，右側に各観察項目についてのチェックリストを配置した．左側の空中写真を実体視

しながら，地すべりの範囲・微地形等を直接書き込み，チェックリストに当てはまるもの

を選択していく． 

判定を行う際のおおまかな作業手順は以下のようになる． 

１）まず，地すべり全体の輪郭を把握するために，主滑落崖と移動体の範囲を読み取る． 

２）分化した地すべりについては，その小ブロックを読み取り，細分化する． 

３）それぞれのブロックがどの方向（・どの順序）に動いたかを地形から検討する． 

４）移動体がどのような材料からなり，どのタイプの変動に当てはまるか，発達過程のど

の段階にあたるのかを検討する（観察アイテム A，B）． 

５）地すべり各箇所の従順化・開析の程度から活動の新しさを把握する（観察アイテム C

～F）． 

６）地すべりの形状や末端の浸食状況から地すべりのポテンシャルを把握する（観察アイ

テム G～J）． 

７）地すべり地形内で特に不安定な領域がある場合は，その範囲を示し，右下の「その他

の事項」にその位置や特徴を記載する． 

８）AHP チェックリストを用いて AHP 評価合計点を算出する． 

９）必要があれば，合計点から活動度を以下のようにランク分けする（第６章*4参照）． 

A 判定（60 点以上）：活動度の高い地すべり 

B 判定（50 点以上 60 点未満）：やや活動度の高い地すべり 

C 判定（50 点未満）：比較的活動度の低い地すべり 

 チェックリストは左のものほど活動度が高く，AHP 得点の高いものを配置している．それ

ぞれの観察アイテムで対象の地すべりがどの位置にあてはまるかを次ページ以降の解説を

参考に○で囲み，その上に記されたポイントを右端の欄に記入する． 

 

９．活動度評価を行う際の注目すべき点についての解説 

 シート右側のチェックリストのカテゴリーを選択する際に，地すべり地形のどの部分の

どのような特徴に注目して記入すべきかを，次ページ以降，ステレオ空中写真を用いて A

～Jの観察アイテムごとに解説する． 

各ページ上部の枠内には観察アイテムの選択肢であるカテゴリーが書かれている．これ

は左のものほど不安定要因の大きな項目を配置しており，その直下のローマ数字は，おお

むねその位置に相当する空中写真およびその説明の番号を示している． 

*4北海道立総合研究機構地質研究所 2013，「土砂災害軽減のための地すべり活動度評価手法マニュアル」， 

p.45-52． 
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